
　　　　

2025 年 3 月 1 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
支援方針

・子ども達の「強み」を活かした支援、「弱み」に配慮した支援を行います。
・子ども達の自己選択、自己決定を大切にし、主体性を尊重した支援を行います。
・子ども達が地域社会の中で地域と親しみ､地域と相互に交流しながら共生社会を築けるように支援します。

事業所名 放課後等デイサービスtette 作成日支援プログラム（参考様式）

・日々の施設内での過ごし方や、施設外でのレクリエーション時は時間や場所、スケジュール等を前もって伝えることで、見通しが立てられるように支援します。必要に応じて個別に
　声掛けを行います。
・子どもの好きなことや興味のある身近な出来事に関わり、自身で考えたり、扱ったりする中で、物の性質（大きさ、形、色等）や数量、文字などへの興味を深め、習得に向けて支援
　します。

・自分の思いや要求の相手への伝え方など、場面や相手に応じた適切なやりとりを促します。
・子どもの身体や発達段階に応じた話し言葉や非言語（指差しやサイン、ジェスチャー）、またイラスト、視覚カードなどを用いてわかりやすく伝えます。
・物事を見聞きし、様々な体験をすることで、その経験と言葉の意味を結びつけられるように繰り返し伝えていきます。

・集団行動や課外活動を通し、マナーやルールを知ることや、他者の気持ちや意図に気づくこと等、場面に応じた行動ができるよう支援します。
・異年齢や他の学校の子ども達と関わる時間の中で、家族や学校とは異なる新しい人間関係を学びます。
・自分の感情や気持ちに関心を持ち、他者に伝えるスキルの獲得を支援します。
・経験や頑張ったことで得られる達成感を大切にし、自己肯定感を高めていけるよう支援します。

営業時間 サービス提供時間（月）～（金）9：00～18：00 送迎実施の有無
（月）～（金）10：00～17：00
　　学休日（長期休み等）は　10：00～16：00

 あり

主な行事等

・季節のイベント（初詣、クリスマス会、ハロウィン、水遊び、雪遊び、等）
・誕生会　　・防災訓練（火災、地震、津波、洪水、防災館での体験）
・長期休暇や平時の外出レクリエーション（地域の公園や児童複合施設、美術館、博物館、ワークショップ、防災館、動物ふれあい施設、等）

（別添資料１）

家族支援

・子ども達の気になる様子や困っている場面があれば様子を伝え共有します。
・ご家族からご家庭での様子や心配事等をお伺いし、環境づくりや関わり方の
　工夫を一緒に考えたり、必要な情報を提供します。
・子育て支援に関する掲示物や小冊子、チラシを提供しています。

移行支援

・進学・卒業に伴う移行だけでなく、進級時に困ることなく安心して
　過ごしていけるよう支援を継続して行います。
・学童や他事業所を並行利用している場合は並行利用先との情報共有を
　行い、連携をとっていきます。

地域支援・地域連携

・学校や相談支援事業所、他の事業所や医療機関等と情報共有を行い、連携を
　とっていきます。
・児童館、図書館や公園を利用し、地域の方との交流を深めます。
・「春探し」等の周辺探索活動で出会う地域の方とのあいさつや会話を通して
　コミュニケーションを図ります。

職員の質の向上

・外部研修の受講や事業所内研修を実施し、職員の専門的な知識や
　スキル、支援の質の向上を図ります。
・業務を明確化し、役割分担を行います。
・日々のミーティングや面談にて職員間のコミュニケーションを蜜に
　し、　情報共有を大切にします。

支　援　内　容

・一人一人の健康状態を把握します。小さな心の変化を見逃さないよう日ごろから子ども達との対話に努めます。
・基本的な生活スキルの獲得のために、自分で身支度や準備・片付けができるよう見守り、促します。
・時間やスケジュールを分かりやすいようにツール（視覚、聴覚）を使うなどし、見通しを持って行動し、健康や安全等に必要な基本的生活習慣が身につくように支援します。

・子どもの好きな活動や遊びを通して、身体を動かすことを楽しみます。
・子どもの発達年齢や運動機能に合わせた感覚遊具を使い平衡感覚や体幹の発達を促します。
・室内外の感覚遊び（スライム、ウォーターマット、新聞遊び、水遊び、泥遊び、雪遊び、等）を取り入れます。
・力の使い方や疲れた時の休息を促したり、子どもの気づきに繋がる声掛けを行います。
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